



戦後史　秋田県合川町・生活記録「母の実」の 20 年』（無明舎出版，1982）がある。これは，1961 年，
秋田県合川町（現北秋田市）に結成された農村の主婦グループ，母の実会の文集『母の実』創刊号
（1961.2）～ 45 号（1982.8）の中から，各号 1，2 点を選択・編集したものである。文集は 2013 年














帯があり，また，“阿仁またぎ”で知られる阿仁部への玄関口に当たる。1955 年の人口は 12644 人，
面積 112.6km2，戸数 2152，うち農家戸数 1759，農地は，田 1270 町，畑 543 町，平均耕地面積 1 町，



































































仁村教育委員（～ 1955 年）。1955 年合川町婦人会事務局長（～ 67 年），57 年合川町公民館分館非
常勤主事（～ 72 年）。1961 年母の実会会長（～ 83 年）。1965 年秋田県婦人教育指導員。1967 年合
川町婦人会長（～ 1990 年）。1972 年北秋田郡連合婦人会長。1981 年秋田県婦人生活記録史編さん
企画委員長（1985 年『秋田県婦人生活記録史』刊行），84 年秋田県地域婦人団体連絡協議会会長
（～ 1990 年）。1979 年には秋田県文化功労者として表彰されている 5。
和田勇治は，1933 年上大野村上杉生れ。1951 年高校卒業後，上杉青年会に参加，「やくざ踊り青
年会」の改革を期して演劇運動を推進した。1955 年合川町青年会東地区会長，57 年合川町青年会
副会長，60 年北秋田郡連合青年会会長，61 年秋田県連合青年会副会長，62 年秋田県連合青年会会
長。1956 年合川町役場に就職，共済組合担当。1957 年合川町公民館北分館主事，59 年合川町公民
館主事補，63 年同主事。1964 年合川町企画財政課（町づくり・部落づくり，各課の総合調整，公




母の実会の会員数は，当初の 68 人から，98 人（『母の実』6 号，1962.4），110 人および県外の特
別会員 6 人（23 号，1968.7）と増えている。年齢構成は，10 ～ 15 号，17 ～ 19 号掲載の「自己紹介」
欄によると，20 代 11 人，30 代 20 人，40 代 18 人，50 代 5 人，不明 11 人，計 65 人である。この
時期（1961 ～ 66 年）の会員は，1907 ～ 1941 年生れで，ほとんどが 1910 ～ 30 年代生れであり，













なお，合川町婦人会は 1955 年に発足，会員数 1421 人。執行部は会長のほか，副会長 3 人，事務

















675 人，60 年 540 人，65 年 336 人，70 年 213 人と，60 年代に激減しており，70 年代には活動停止
ないし消滅した部落青年会がいくつもあることが指摘されている 11。また，1961 年現在，中学・高
校卒業後，町内で生活している勤労青年は約 1400 人，うち青年教育機関・団体に参加しているの
は 500 人を割るとされる 12。これに対して，婦人会員数は 1961 年には 1562 人で，55 年より増えて





や投資事業などの制限を受ける。1955 年 6 月大洪水，同年 8 月と 56 年 5 月駅前大火があり，その
復興にあたった。また合併にあたって，村有財産処分，役場庁舎の位置決定，中学校の統合問題を
抱え，後 2 件をめぐって地域間対立が続いた。1956 年 7 月新農山漁村建設総合対策により合川町
は特別助成指定地域に指定され，合川新農村振興協議会を結成し，農業関係の新規事業のほか，青














第 5 回町議会は，保育所設置場所などをめぐる地域対立から「審議未了流会」（4 号 1955.9）と
なり，『秋北新聞』（1955.11.23）は「休会続きで審議進まず／合川町会に町民の批判高まる」と報
道している。9 号（1956.2）から公民館側の要望で社教欄が設置されているが（56 年 6 月から広報
を月 2 回発行），9 号社教欄「原則通りの大選挙区か　旧村単位の小選挙区か」によると，公民館
228 農村女性の生活記録活動　―秋田県合川の文集「母の実」とその周辺―（北河）
が町議選について実施した世論調査（全世帯対象）では，大選挙区制賛成 762（45％），小選挙区
制 739（43％），わからない 206（12％）。だが，「町議選挙　小選挙区に決まる」（10 号，1956.3）







いる（9 号，1956.2）。そのほか，「お盆は新暦で！！ 公民館で強力に推進」（15 号，1956.7）。「正月
は新暦で」と公民館がアピール（22号，1956.12）。「今年のお盆は全町が足並みそろえて新暦で実施，
公民館その他の努力が実を結んだ」とされる（44 号，1958.8）。
8 号（1956.1）「今年の目標　年頭アンケート」では，60 人中 30 人の回答があり，「1 今年中に





24 号（1957.1）「町をかたる　新春わが座談会」は，町長，公民館 2 人，青年会 3 人，婦人会 1 人，






































































1960 年代の『母の実』の発行部数は，180 ～ 230 部。1 号は幹事 5 人がガリを切り，2 号からガ
リ版印刷を印刷所に依頼，14 号から活版印刷になっている。14 号までは公民館（和田）が編集を
主導し，15 号から編集委員会制を採用するが，以後も和田が引き続き編集後記を書いており，34
号（1975 年）まで編集に関与している。掲載数は毎号 20 ～ 30 本，25 ～ 40 頁程度。大半が実名で
あり，他の多くの婦人会・若妻学級文集と対照的である。執筆者には 10 号までくらいは 10 数名の
常連がめだつ。発行頻度は，1961 ～ 63 年は年 4 冊，64 年 3 冊，65 ～ 71 年は年 2 冊，その後は年 1 ～































































































































男性の 2 倍に及び（表 1），下小阿仁地区西根田部落の農業従事日数は，60 日以上の 6 割を女性が
占めている（表 2）。なお，表 1 で 60 歳以上になると女性が激減するのは，それまでの過労の影響
の大きさを示していると思われる 26。
表 1　合川町の農業基幹的従事者数（1965 年）
16 ～ 29 歳 30 ～ 59 歳 60 歳以上 計
男 104 678 217 999
女 233 1,284  95 1,612
計 337 1,962 312 2,611
『合川町の実態とその基本的開発構想』（合川町役場，1966）73 頁。
表 2　下小阿仁地区西根田部落の農業従事日数（1968 年）
～ 59 日 60 ～ 149 150 ～ 計
男 35 人  9 30 74
女 12 人 15 42 69
福武直編『農村社会と農民意識』（有斐閣，1972）54 頁。
235農村女性の生活記録活動　―秋田県合川の文集「母の実」とその周辺―（北河）
『母の実』16 号（1965.3）では，「これからの農業」について伊東和子ら 5 人が執筆し，農業の先
行き不安などが訴えられ，出稼ぎに関する企画は 15 号（1964.10）から登場し，巻頭の〈とびらの詩〉
に「出稼ぎ」が掲げられ，本文では「出稼ぎに思う」について 5 人が執筆している。1965 年 10 月
の合川町全農家世帯へのアンケート調査では，出稼ぎ世帯農家 444，出稼ぎ人数 497 人。1965 年セ





また 28 号（1971.2）では，「変わりゆく農村」という表題で 5 人が執筆し，農政批判，生産調整に
よる先行き不安などが論じられている。
『広報あいかわ』174 号（1970.2）には，合川町の出稼ぎ者が 636 人に及び，互助会結成に向けて
の動きが伝えられている。その後，工藤イマの報告によると，互助会会長と役場職員が出稼ぎ者慰
問のために，テープレコーダーに留守家族の声を吹きこんで持参し，出稼ぎ者の声を入れて帰って















































































1941 ～ 43 年「詩叢」主宰，戦時中は北園克衛主宰「新詩論」に拠った。県内で詩誌を主宰していた有力メンバー
が特高に摘発され，交友のあった畠山は未成年のため在宅監視となった。1944 年 8 月徴兵（～ 1945 年 8 月）され，
毎日のように制裁をうけた。復員後木戸石青年会を結成，「部落の変革に，何ものをも恐れず，生還した者の義務
として，多数の友人，同世代の戦死した青年の代弁を奔馬のようにたたきつけた」のだという。1947 年村農協組





 2 福武直編『農村社会と農民意識』（有斐閣，1972）12 頁。
 3 和田勇治「若妻の学習活動から」①②（『秋北新聞』1960 年 10 月 9・10 日）。
 4 和田勇治氏より聞き取り（2012 年 9 月 12 日）。
 5 『母の実』43 号（土濃塚イマ秋田県文化功労賞受賞特集号），58 号（土濃イマ塚追悼特集号），『愛の灯に生涯をかけて　
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（『広報あいかわ』3 号）。なお，金田は 1956 年から合川町助役を兼ねている。
 16 合川連合青年会『二十五周年記念誌　陽光』。
 17 1959 年 9 月合川町では全町農休日を決定しており，『秋北新聞』（1960 年 5 月 11 日）には 60 年 5 月から実施と報
道されている。
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 21 『農婦たちの戦後史』所収の「座談会」での発言。
 22 田名場美雪「個人史と地方史からとらえたエイジングの内面化」（『東北文化研究室紀要』38，1996）参照。田名場
は，65 号（1996 年）までの記事数の調査と内容の分類をおこなっている。それによると，記事数は約 2000，その
うち家族に関する記事は約 750 で，1/3 以上に及ぶ。
 23 『農婦たちの戦後史』13 頁。
 24 『愛の灯に生涯をかけて』48 頁。
 25 『東京新聞』1994 年 1 月 5 日。この記事は，東京新聞記者が現地取材し，「こちら報道部」欄に連載された「ふる
さとの伝言　秋田・合川町の五十年」の第 3 回である。
 26 『合川町の実態とその基本的開発構想』73 頁。
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 29 『愛の灯に生涯をかけて』10・30・158 ～ 159 頁。
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